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医療者を対象とした意思決定支援に関する教育プログラムの効果
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問題と目的

現在，わが国において医療分野における「意思

決定支援」は喫緊の課題である。たとえば，治療

方針を決めたり，新しい治療を始めたりする場面

において，意思決定ができない患者をどのように

サポートするのか，いくつかのガイドラインが出

されているものの，医療現場ではその困難さが指

摘されている。このような困難の背景には，医療

従事者側の意思決定支援に対する理解が不十分で

あり，具体的な意思決定支援の方略が浸透してい

ないことが挙げられる。 また，チーム医療が求め

られる昨今，アセスメントの視点がそれぞれの専

門性に帰属してしまうこともあげられる。

そこで本研究では，法令やガイドラインといっ

た知識面と，具体的方略といったスキル面の両面

から，医療者に対する意思決定支援に関する教育

プログラムの作成を行い，医療場面の意思決定支

援の充実に貢献することを目指した。

方 法

調査協力者 医療者 名。そのうち，質問紙回答

者 名（看護師 名，医師 名，その他）。

研修内容 スライドを使用した講義と演習（個人・

グループ）から構成し，約 時間の研修プログラ

ムとして実施した。第一部として，意思決定支援

に関する制度や倫理，枠組みに関する事項を，第

二部として，患者と接する際の具体的な理論やス

キルに関する内容とした。

効果評定 研修の前後にアンケートを実施し 前

後比較で研修効果を検証した。なお，質問紙には

ランダムに 番号を付し，事前事後データの参

照に使用した。

アンケート項目 アンケートはフェイスシートと

知識， 効力感， 診療行動の有無， 自

由記述， 意思決定支援構成要素の つのパー

トから構成された。このうち， 時点で測定する

と ，質的変数である を報告する。 に

ついては，誤った知識 項目を示し， 件法で回

答を求めた。 は 項目， 件法。

結 果

対象 研修参加者のうち，研修前後の両地点でア

ンケートに回答のあった 名（男性 名，女性

名，平均年齢 歳）を分析対象とした。

知識と効力感の変化 研修前後で対応のある 検

定を行ったところ，知識と効力感のいずれにおい

ても平均値に有意な差が認められた（順に， ，

， ， ）（ ， ）。

なお 知識は誤信念を問う項目であるため 得点の

減少が知識の向上を意味している。

研修参加者の内省 自由記述で得られた記述デー

タを意味の分かる文章単位に分け，内容分析を行

ったところ，「学び・気づき」，「振り返り」，「これ

からの意気込み」，「セミナー自体への感想」の

カテゴリーが抽出され，その下位カテゴリーとし

て の中カテゴリーが構成された。

考 察

知識と効力感の変化 研修前後において，有意な

差がみられたことから，プログラムの教育効果が

一定程度確認されたといえる。項目単位の検討を

詳細に行ったところ，特に 患者の持つ認識や理解

を確認すること 治療全体の目標を確認してから

実施に移ること 生活価値観を重視する必要性に

関しては 研修参加者に有用性が認知されたと考

えられる。一方で，知識項目については，事前測

定時点で正しい理解がなされている項目も一部見

られたため，今後の研修内容に反映させる必要が

ある。効力感も全体としては向上したものの，困

難さは依然として残る部分もみられた。

研修参加者の内省 自由記述では，ポジティブな

意見が目立った。とくに，ガイドラインや法制度

といった知識面についての学びの場となったこと，

またアセスメントの視点として「生活価値観」を

取り入れる必要性の気づきが挙げられた。

知識の変化 効力感の変化

研修前 研修後 研修前 研修後
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シミュレーションを使用した直落信念の一貫性の検討
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問題と目的

動いているものからボールが落とされた場合，

実際は進行方向に向かって落ちていくと考えるの

が正解であるが，慣性の力の影響を無視し，真下

に落ちると考える素朴概念を直落信念という。近

年，この素朴概念の一貫性に関する問題が指摘さ

れており， は知

識表象として，顕在的な知識と潜在的な知識の

種類が存在するということを指摘している。顕在

的な知識とは，一般的なペーパーテストで測定で

きるような知識であり，潜在的な知識とは，意識

されていないため，ペーパーテストでは測定でき

ないが，動く物体の軌跡を判断するような課題に

影響を及ぼすような知識のことである。

本研究は，直落信念に関して，動く物体から落

ちるボールを軌跡で描く顕在的課題と，シミュレ

ーションによって実際に落下させる潜在的課題の

種類の課題を使用して，素朴概念の性質につい

て検討することを目的とした。

方 法

調査対象者

工学部，デザイン学部の 年生 名。

手続き

時速 で高さ のゴンドラから のボ

ールを落下させ，ターゲットに当てるシミュレー

ションを行った。シミュレーションは，ノートパ

ソコンのモニター上でマウスの左ボタンを押し続

けると四角い箱の中に入ったボールが時速

で左から右に移動し，マウスから手を放した時点

でボールが落ちるものであった。参加者は速度の

体験のため，一度その箱を左端から右端まで移動

させた後，地面にあるターゲットの棒にボールを

当てるように求められ，その手を放した地点のタ

ーゲットからの距離が測定された。また，自身が

どこで手を放したのか（手前・真上・後方）を回

答してもらった。その後，水平に動くゴンドラか

らボールを落としたとき，そのボールがどのよう

な軌跡を描いて地面に到達するかを描くペーパー

テストを実施した。この課題では，シミュレーシ

ョンを実施する前にどう考えていたかを描くよう

求めた。

結果と考察

ボールをターゲットに当てるために，ターゲッ

トのどこで手を放したかについて動作の後に聞い

た回答と，ボールの軌跡を描く問題の回答の人数

を ， ， にまとめた。

動作課題の回答人数

手前 真上 後方 

24 10 1 

軌跡課題の回答人数

進行方向 真下 進行方向と逆 

24 8 3 

各課題の回答人数

  進行方向 真下 進行方向と逆 

手前 22 1 1 

真上 2 7 1 

後方 0 0 1 

動作，軌跡を描く問題ともに，科学的には正し

い回答が多かったが，直落信念に基づく回答（真

上・真下）も比較的多くみられた。また，それぞ

れの回答の関係をみると，一致した回答が多く，

山縣（ ）などでみられたような回答の乖離は

みられなかった。軌跡課題は動作の後に行ったこ

とから，意図的かどうかはわからないが，回答を

動作の結果に合わせた可能性も考えられる。
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